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ご意見、ご不明点等ございましたら下記までお願いいたします。
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「やまりん新聞」は、創刊から約11年経過い

たしました。この間、多くの方にご愛読をいた

だき誠にありがとうございます。。

「やまりん新聞」の過去の記事は弊社ｻｲﾄか

らPDFでﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞで

きますが、より多く

の方に手軽にご覧い

ただきたく思い、今

回、「やまりん新聞」

からねじ情報や商品

情報をﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟして

掲載した、「ねじの

情報ｻｲﾄ」を立ち上げました。「ねじの雑学」

「金属加工実施例」「ねじの商品情報」のﾃｰﾏ

毎に分類して、閲覧しやすくなっておりますの

で、ぜひご覧ください。

ﾌﾞﾗｳｻﾞで下記URLを入力するか、弊社ｻｲﾄのﾄｯ

ﾌﾟﾍﾟｰｼﾞの左下にあるﾊﾞﾅｰをｸﾘｯｸしてください。

〇ねじの情報ｻｲﾄ https://neji-trivia.jp/

〇弊社ｳｪﾌﾞｻｲﾄ https://www.ymzcorp.co.jp/

また、ｳｪﾌﾞｻｲﾄをもうひとつPRさせていただ

きます。以前からｻｲﾄは開設していたのですが、

あまり積極的にPRしてこなかった「鉄道模型製

造所」です。

私が道楽で行っ

ている鉄道模型製

作に関連した情報ｻ

ｲﾄです。最近の製

作記事の投稿で大

分件数が増えてき

ました。鉄道模型

に興味のある方は

ぜひともご覧くだ

さい。ﾌﾞﾗｳｻﾞで下

記URLを入力するか、

上記弊社ｳｪﾌﾞｻｲﾄの

ﾄｯﾌﾟﾍﾟｰｼﾞの左下に

あるﾊﾞﾅｰをｸﾘｯｸしてください。

○鉄道模型製造所 https://railroad-model.jp/

今回は、お客様のご要望にもとづき、製作さ

せていただいた4種類の「ｶｽﾀﾑ仕様の加工部品」

をご紹介します。

4種類ともに、ｲﾝﾁ系のお

ねじです。丸棒や六角材か

らの切削加工や、一般市販

品のﾎﾞﾙﾄを追加工してお客

様のご要望の形状に仕上げ

ています。

【写真1】は丸頭でおねじがUNC3/

8"-16山のﾎﾞﾙﾄです。

【写真2】はくぼみ丸頭でおねじ

がUNF7/16"-20山のﾎﾞﾙﾄです。

【写真3】はﾛｰﾚｯﾄ頭でおねじがW1

/4"-20山のﾎﾞﾙﾄです。

【写真4】は六角材の

半分を除去してｾﾝｻｰ

部品が取り付くよう

にしました。おねじ

がW1/2"-12山のﾎﾞﾙﾄ

です。

お客様からの寸法のご指示にも

とづく製作だけでなく、お預かり

したｻﾝﾌﾟﾙを採寸して、同等品の

製作も承っております。専任のｽﾀｯ

ﾌが対応させていただきますので、

お気軽にお尋ねください。

弊社ではお客様から現物のねじをお預かりし、

ねじ山等を見て規格を確認することがあります。

最近、私、残念ながら加齢とともに老眼が入り、

肉眼でねじ山のﾋﾟｯﾁを確認しづらくなってきま

した。

そこで、何かよい拡大鏡がないか探していた

ところ、工具ﾒｰｶｰのHOZANからお手頃な価格のﾏ

ｲｸﾛｽｺｰﾌﾟが市販されていることを知り、早速お

試しで購入することにしました。

品番はL-KIT501(写真5)を選びました。これ

はｶﾒﾗ、照明、ﾚﾝｽﾞ、ﾍﾞｰｽが１ｾｯﾄになっていて、

販売定価は税抜で121,000円でした。

（左下へ）

（右上から）

使ってみると、他社で

市販されている数百万円

のものと比較すると、ﾋﾟﾝ

ﾄの深度が浅く、ねじ山を

見る場合に、１点しかﾋﾟﾝ

ﾄが合わないため、鮮明さ

には欠けますが、角度測

定や、予め基準長さを設

定しておくことで、長さ

測定も可能で、今後役に立ちそうな気がします。

今回はこのﾏｲｸﾛｽｺｰﾌﾟを使って、使い方の練

習も兼ねて、ﾕﾆﾌｧｲねじとｳｨｯﾄねじのねじ山の

角度とﾋﾟｯﾁを測定してみました。

写真6、写真7は、HOZAN L-KIT501でねじ山を

拡大し撮影した画像です。画像左に映っている

のは直尺で、1目盛が1mmとなります。予めこの

直尺の目盛を基準に設定すると、画像で指定し

た部位の長さを測定できます。写真6がSUS製ｷｬｯ

ﾌﾟｽｸﾘｭｰ3/8UNCのねじ山で、写真7が鉄製六角ﾎﾞ

ﾙﾄW3/8のねじ山です。画

像では測定結果が小さく

て見えにくいので、測定

値は表1に記載しました。

ねじの規格によると、

表1に記載されているよ

うに、ねじ山の角度は、

UNC(ﾕﾆﾌｧｲ)が60°で、W

(ｳｨｯﾄ)は55°です。ﾋﾟｯﾁ

は両者共に1ｲﾝﾁ当たり16

山ですので、ﾒｰﾄﾙ単位に

直すと、１山のﾋﾟｯﾁが1.

5875mmです。実測値と規

格とを比較すると、当然

のことながら両者はほぼ一致し、画像で見る限

りではありますが、製品が規格通り作られてい

ることが確認できました(※1)。

近年、様々な家電製品やおもちゃに至るまで、

あらゆる分野でｺﾝﾋﾟｭｰﾀが使用されています。

一般的にｺﾝﾋﾟｭｰﾀというと、ﾊﾟｿｺﾝ(ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰ

ﾀ)が思い浮かびますが、ここでいうｺﾝﾋﾟｭｰﾀは、

ﾜﾝﾁｯﾌﾟﾏｲｺﾝ(ﾏｲｸﾛｺﾝﾄﾛｰﾗ、ﾏｲｸﾛｺﾝﾋﾟｭｰﾀ)と言わ

れるｺﾝﾋﾟｭｰﾀで、我々の身の回りで大いに活躍

しています。

文字通りﾜﾝﾁｯﾌﾟ（一つの

素子の中に様々な周辺機器

が組み込まれている）の小

さなｺﾝﾋﾟｭｰﾀです。

写真8は、私がたまに

使用するﾏｲｸﾛﾁｯﾌﾟ・ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ社のPICというﾜﾝﾁｯ

ﾌﾟﾏｲｺﾝです。２個並んでいますが、両者は同じ

機能のﾏｲｺﾝで、ﾊﾟｯｹｰｼﾞの違いになります。左

側はﾌﾟﾘﾝﾄ基板の穴に足を差し込んではんだ付

けするﾀｲﾌﾟで、右側はﾌﾟﾘﾝﾄ基板の表面にはん

だ付けする(表面実装)

ﾀｲﾌﾟです。製品に搭載

する場合には、小型化

のために右側の表面実

装ﾀｲﾌﾟが多く使用され、

左側のﾀｲﾌﾟは手ではん

だ付けする場合には取り扱いし易いので、製品

試作段階でよく使用されます。

ﾏｲｺﾝ内部は図4のように、CPU(中央演算処理

装置)やﾒﾓﾘ(記憶装置)、ﾀｲﾏ、A/D変換(第136号

参照)、ｼﾘｱﾙ通信(第137号参照)等の機能が実装

されています。写真8は28ﾋﾟﾝﾀｲﾌﾟですが、この

他、8ﾋﾟﾝ、18ﾋﾟﾝ、40ﾋﾟﾝ、48ﾋﾟﾝ等があり、製

品型番により様々な周辺機器の組み合わせから

選択できます。従来のﾘﾚｰやﾀｲﾏｰでのｼｰｹﾝｽ制御

に比べ、ﾜﾝﾁｯﾌﾟでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑによりｺﾝﾄﾛｰﾙできる

ので、機器が小型化でき、さらに非常にｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰ

ﾏﾝｽが向上します。
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図3 鉄道模型製造所ｻｲﾄ

図1 ねじの情報ｻｲﾄ

図2 弊社ｳｪﾌﾞｻｲﾄのﾄｯﾌﾟﾍﾟｰｼﾞ

写真6 3/8UNCのねじ山

写真7 W3/8のねじ山

写真5 HOZAN L-KIT501

ねじ
種類

測定値 規格

ねじ山の角度 ねじのﾋﾟｯﾁ ねじ山の角度 ねじのﾋﾟｯﾁ

3/8UNC 60.194° 1.593mm 60° 16山(1.5875mm)

W3/8 54.872° 1.584mm 55° 16山(1.5875mm)

写真8 PIC18F2520
左SPDIPﾀｲﾌﾟ、右SOICﾀｲﾌﾟ

※1 市販のｳｨｯﾄねじで、ねじ山角度が60°になっているもの
があり、厳密にはｳｨｯﾄでないねじも市販されています。詳細は
お問合せください。

図4 ﾜﾝﾁｯﾌﾟﾏｲｺﾝの構成例

表1 ねじの規格値と実測値


